
■１９９８年、新鶴見操車場跡地で「川崎市グラウンドワーク事業（暫定利用）」
に参加し「農のあるまちづくり花壇」を実習地として活動をはじめる。

■２００２年より、「農」=緑環境を通じてコミュニティの再生や自然との共生を
テーマに、花が咲き・実も生り・収穫体験ができる農体験を親子対象に企画。

■２００４年～２００７年、親子対象、保育園やダウン症のお子さんがいる家族の
会やフィリピン移住女性を支援する団体と連携して「とん汁ガーデン」「わいわい
ガーデン」などを企画。

「アグリガーデン(体験農園)」過去の活動







■１０年間の実践活動から、

まちなか農園”が地域のセーフティネットとしてどのような役割を果たしたのか、

その意義について検証を行う。

■「都市にこそ“農”空間が必要」であることを行政・市民と共有する

「フォーラム」やイベント等を行い行政や地域住民との理解を深めてきた。

■市民による実践活動により、新鶴見操車場跡地再開発では、

暫定利用から恒久へと反映される。

■再開発でできた都市公園「新川崎ふれあい公園(鉄道公園)」では、

当会が公園の維持管理運営を担うことになり、2015年より親子、森づくり

サポーター、園庭のない保育園児を対象に「アグリガーデン(農体験＆自然遊び」

に取り組んでいます。
















